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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月30日(2010.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
三塩化シランガスの熱分解および水素還元によって多結晶シリコンを製造する方法におい
て、複数の加熱反応炉を直列に接続し、前工程の反応炉から排出された未反応の三塩化シ
ラン、副生した四塩化珪素および水素を含む排ガスを次工程の反応炉に導入して反応させ
ることによって、該排ガスに含まれる三塩化シラン、四塩化珪素、および水素を次工程の
反応炉において多結晶シリコンの析出に利用することを特徴とする多結晶シリコンの製造
方法。
【請求項２】
二段目以降の反応炉に原料供給工程から三塩化シランガスを導入し、不足量の三塩化シラ
ンガスを補いつつ反応させる請求項１に記載する多結晶シリコンの製造方法。
【請求項３】
前工程の反応炉から排出された排ガスを次工程の反応炉に導入すると共に、この次工程の
反応炉に投入する原料ガスが一次投入原料ガスの３０％～８０％である請求項１または請
求項２に記載する多結晶シリコンの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
本発明は以下の多結晶シリコンの製造方法に関する。
〔１〕三塩化シランガスの熱分解および水素還元によって多結晶シリコンを製造する方法
において、複数の加熱反応炉を直列に接続し、前工程の反応炉から排出された未反応の三
塩化シラン、副生した四塩化珪素および水素を含む排ガスを次工程の反応炉に導入して反
応させることによって、該排ガスに含まれる三塩化シラン、四塩化珪素、および水素を次
工程の反応炉において多結晶シリコンの析出に利用することを特徴とする多結晶シリコン
の製造方法。
〔２〕二段目以降の反応炉に原料供給工程から三塩化シランガスを導入し、不足量の三塩
化シランガスを補いつつ反応させる上記[１]に記載する多結晶シリコンの製造方法。
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〔３〕前工程の反応炉から排出された排ガスを次工程の反応炉に導入すると共に、この次
工程の反応炉に投入する原料ガスが一次投入原料ガスの３０％～８０％である上記[１]ま
たは上記[２]に記載する多結晶シリコンの製造方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
本発明の製造方法は、三塩化シランガスの熱分解および水素還元によって多結晶シリコン
を製造する方法において、複数の加熱反応炉を直列に接続し、前工程の反応炉から排出さ
れた未反応の三塩化シラン、副生した四塩化珪素および水素を含む排ガスを次工程の反応
炉に導入して反応させることによって、該排ガスに含まれる三塩化シラン、四塩化珪素、
および水素を次工程の反応炉において多結晶シリコンの析出に利用することを特徴とする
多結晶シリコンの製造方法である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
一次反応炉１０の前工程には、金属シリコンと塩素を反応させて粗三塩化シランガスを製
造する塩化工程７と、この粗三塩化シランガスを精製する工程８からなる原料供給工程６
が設けられている。さらに、原料供給工程６の精製工程８から一次反応炉１０および二次
反応炉２０に精製した三塩化シランガスを導入する管路９が設けられている。このように
、反応炉１０、２０に原料供給工程６から精製された三塩化シランガスが導入される。
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